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Ⅰ．　調査研究の結果

　以下のごとく，膵臓がんの早期発見体制の構築に
係る検討を行った。
（₁）各拠点病院における取り組みと課題
　膵臓がん早期発見のためには，膵管狭窄（狭窄後
拡張），膵嚢胞，糖尿病悪化例などのリスクファク
ターのある患者をピックアップし，精密検査ならび
にフォローすることとなる。この際，拠点病院で行
う確定診断法はほぼ定まっているが，これら症例の
ピックアップ方法に課題があるとの意見が多く出た。
　また，これら症例では比較的長期のフォローが必
要となる。このフォローは，MRCP，EUS，CT，US

などの検査を組み合わせて行うこととなるが，多く
の拠点病院では，これら検査のキャパシティーが限
界に近い状態となっている。このため，フォロー症
例が今以上に多くなると，オーバーフローするので

はないかとの意見が大半であった。
（₂）膵臓がん早期発見推進のために必要な対策
　ピックアップ方法としては，US，MRCP，HbA1c
等の重要性が指摘された。このピックアップには開
業医の先生方や健診センターなどとの連携が重要で
あるが，多くの地域では連携が不十分と考えられた。
　また，前述のごとく，フォローを拠点病院のみで
行うとオーバーフローすることが推測され，フォ
ローには地域の先生方との共同作業が必要との意見
で一致した。
（₃）今後のWGの進め方について
　①開業医の先生方や検診施設ならびに患者さんへ
の啓蒙活動。②開業医の先生方や健診センターから
拠点病院に紹介するフロー図の作成。③拠点病院と
診療所で共同してフォローしていく体制の構築。以
上の 3点を中心に，次回より具体的に検討すること
となった。
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